
 

と 場 会 計（平成３０年度） 

(1) と場会計の現状 

と場における経常的経費の主なものは、と畜解体作業及びと場施設の維持管理に係る経費であ

り、財源としては、と畜使用料が主たる収入となっている。 

また、施設整備については、と場施設の拡張、改良が主なものであり、その財源としては都債、

一般会計繰入金等となっている。 

 

(2) 平成30年度予算概要 

と場会計は、芝浦と場の維持管理費及びと畜解体業務に係る経費を計上しており、予算の総額

は、平成29年度に比べて ４億１千９百万円減の 63億６千６百万円となっている。 

と場施設整備の主なものとしては、衛生等改善工事がある。 

 

ア 歳   入 

と畜使用料及びと場手数料、一般会計繰入金、都債等で、歳入の合計額は 63億６千６百万円

で、平成29年度に比べ ４億１千９百万円の減となっている。 

 

イ 歳   出 

と場の管理・運営及び施設整備等に要する経費で、管理費、運営費、施設整備費等を合わせ

た歳出の合計額は 63億６千６百万円で、平成29年度に比べて 6.2％、金額で ４億１千９百万

円の減となっている。 

内訳は、と畜事業に従事する職員の給料等である管理費が 22億９千１百万余円、と場の維持

管理及びと畜解体作業に要する経費である運営費が 27億１千７百万余円、大動物棟、小動物棟、

水処理センター等の整備に係る経費である施設整備費が ７億６千４百万余円となっている。 

公債費会計繰出金 ５億９千２百万余円は、都債の元金及び利子の償還金に充てるものである。 
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